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本論文は、睡眠時の温熱環境と睡眠が翌日の脳反応や作業効率に及ぽす影響について、夏季

と冬季の2つの季節において、日本に入国して1年目のインドネシア人学生と日本人学生を対

象として比較実験を行い、統計解析手法を用いて、その違いを明らかにしたものである。本論

文は、以下の5つの章で構成されている。第1章では、快適な睡眠環境、睡眠環境の評価手法

についての今までの知見をまとめ、本論文の目的を示している。第2章では、被験者の情報、

睡眠実験の手法、翌日の事象関連電位(P30のと作業効率の測定手法、解析手法について示して

いる。第3章では、熱的快適性と睡眠の質、翌日の作業効率にっいて、夏季と冬季、インドネ

シア人学生と日本人学生の実験結果を示しており、夏季にはインドネシア人学生と日本人学生

に違いはないものの、冬季にはインドネシア人学生は寝室温度を日本人学生より高く設定して

いるが睡眠効率が悪いことなどを明らかにしている。第4章では、得られた実験結果を主成分

分析とクラスター分析の統計解析を行い、睡眠時の環境と翌日の作業効率の関イ系性を明らかに

している。第5章は、本論文の結果と芳察がまとめられている。

論文内容 の 要

睡眠は健康を維持するための重要な生活行動であり、一日のうち約V3の時間を占めている。

睡眠不足は、翌日の注意力や判断力、作業効率の低下を引き起こすだけでなく、眠気の増加や

居眠りが大事故に結び付いたという報告があるため、質の高い睡眠は非常に重要である。

睡眠の質は、睡眠時の室内環境だけでなく、人間側の生理反応や心理反応によっても大きく

異なる。本研究は、日本に来日した1年目のインドネシア人学生を対象として、日本人学生と

夏季と冬季の季節において比較することで、インドネシア人学生の日本の冬季の適応性にっい

て評価を行っている。夏季ではインドネシア人学生と日本人学生では唾眠時の寝室環境に大き

な差がないものの、冬季においては、室内温度はインドネシア人学生が高く設定し、薄着で就

寝しており、低い室内温度下において厚着で就寝する日本人学生と大きく異なってぃた。また、

快適と感じる室温も夏季ではインドネシア人学生が28.1゜C、日本人学生が26.1゜Cと差は小さい

ものの、冬季にはインドネシア人学生は23.5゜Cと日本人学生の16.0゜Cより高く、日本の冬季の

気温低下に十分対応できていないことが明らかになった。このため、睡眠率や睡眠効率は、夏

季にはインドネシア人学生と日本人学生で差がないものの、冬季にはインドネシア人学生で悪

くなっていた。しかし、脳波によって測定される事象関連電位(P30のを用いた脳反応やクレペ

リン試験で測定した翌日の作業効率にはインドネシア人学生と日本人学生には有意な差が見

られなかったことを明らかにしている。また、前夜の睡眠時間や睡眠率が翌日の脳反応に影響

していることも明らかにしている。

本論文では、インドネシアなどの東南アジアから来日する学生は、日本の冬季に睡眠時の環

境を必ずしも最適な状況に保てていないことを示す貴重なデータを得てぃる。また、解析結果

から、翌日の脳反応や作業効率と睡眠時間や睡眠率の関係を明らかにしており、前夜の睡眠を

評価するための貴重な基礎資料となる。

これらのことより、本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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